
はじめに

平成28年3月11日、第4回原子力関係閣僚会議において「原子力災害対策充実に向けた考え方」が

決議されたことを踏まえて、平成28年3月17日、経済産業大臣から、社会の信頼を得るためには、原子

力安全対策、原子力災害対策について原子力事業者は「自ら考え」、「自ら取り組み」、「自らの言葉で
説明していく」ことが不可欠であり、以下の4項目について原子力事業者の現在の取組状況を速やか
に報告するよう要請を受けました。

1 原子力事故収束活動にあたる「緊急時対応チーム」の更なる充実
2．原子力緊急事態支援組織「レスキュ一部隊」の更なる充実

3．被災者支援活動にあたる「被災者支援活動チーム」の整備
4. 19 .. に る 、 まとめた子力19宰、 プ―ンの

本要請を受け、これら4項目を含めた＊当社の現在の取組状況と、更なる充実に向けた取組みにつ

いて、「事故収束活動プラン」、「原子力災害対策プラン」として本資料をとりまとめました。

当社は、原子力の安全性向上の取組みに終わりはないとの認識のもと、本資料も踏まえ、引き続き、
関係各所との連携を深めつつ、不断の努力を重ねてまいる所存です。
また、今後とも、取組状況については、関係当局へご説明するとともに、社会の信頼を得るべく、地元

住民のみなさまをはじめ、多くの方々へ広く発信してまいります。

＊各要請事項に対応する本資料中の記載箇所
要請 1. 「緊急時対応チーム」に相当する発電所の初動対応体制に関する記載： P. 6 

要請2. 「レスキュ一部隊」に相当する原子力緊急事態支援組織に関する記載： P．14~16 
要請3. 「被災者支援活動チーム」に相当する当社の体制に関する内容 ： P．30~31 
要請4. 「原子力災害対策プラン」 ：P. 22-38 
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第1章

川内原子力発電所における

事故収束活動プラン



1 ■ 事故収束活動の概要(1/2) □〕
当社 の 原 子 力 発 電 所 は 、 万 ー 事 故が発生した場合を想定し、大きな事故にならないよう、食い止める手段を幾重にも準備しています。

原子 力発電所から放出される放射 性物質が人や周辺環境に影響を及ぼすことのないよう、 安 全 対 策 や 防 災 対 策 に 万 全 を 期 し て い き ま す。

［幾重もの対策による原子力発電所の安全確保］ それでも、

事故に至ったら
それでも、燃料の
損傷を想定

それでも、格納容器
の破損を想定

それでも、放射性物質の
周辺への拡散を想定

□ (異；五;:）こ
・運転兵が誤 って機器 を
動かそうとしても動かない

システムを採用しています。

・大きな地震にも耐えられる
強度をもった設計です。

・火山や竜巻等の自然現象が
起きても、発電所の安全が

確保されることを確認して

います。

地震 ・津波等の自然現象に
より、 発電所で巽常が発生

してしまっだ揚合でも、それを
「事故」に拡大させないような

対策をとっています。

・地衷の瑶れ寺を愁知して、
原子炉は自動で淳止（剖御裕を

挿入）します．

口 バ

※燃料の損傷とは

燃料樟

放則性物質は、燃料棒の中に湖じ込め

られていますが、何らかの原因で燃料が
高温1こなると、燃料棒が頃れて、中の
放豹性物黄が燃料樺の外に出てきます。

...C]... 

従って、歴子力発電所の安全を守る上で、
燃態を摂傷させないこと、
さらに、放射性物質を外に出さないよう

にすることが大切です。

...C]... 
燃料を探ほさせないためには、燃駒が

高温にならないよう、冷やは呪ける必要
があります．

原子炉の中にある燃料が損廃※ 放射性物黄 が外部に 放出
し、大きな事故に至ることがな されることがないよう、格納
いよう、燃料を冷やすためのさ 容器内に閉 じ込める対策を
まさまな対策をとっています。 とっています。

•原子炉の中の燃料を冷やすだめの、

もともとあった複数の装呂に加え、

さらにいくつもの冷やす方法を追

加しました．

円€状の逹切が
原子炉毬径です。
この中に浴珀容器や
原了炉があります．

栢矛炉達竺

・格§内容器の破栢を防ぐための、
もともとあった複数の装口にOOえ、
さらにいくつもの圧力を下げる方
法を迅加しました。

格糾内容器の濡えい箇所へ
放水することにより、
放射性物質の周辺環廃
への放出を極力唸く抑え
ます。

［第 2段階］

原子炉を止める

［第 5段階］

格納容器の漏えい箇

所からの放射性物質

の放出を抑える

口
固、自治体及び当社が連携し、
適切な避難や緊急時の放射線
測定を実施する等、地域の皆
さまの安全を確保するために
最舌を怠くします。

・ 当社と、 国（首相官邸 • 原チカ規
制庁）や自治体との情報共台システ
ム(TV会頃）が強化されましこ

• 国や自治体、 串業者等の連携の
もと、毎年、日11紐力喫施され、沼難
の手ほ等の習熟力図られています．

［第 3段階）

燃料を冷やす

原子炉廷1l! • • • ぼさ約 00cmの鉄筋コンクリーいのェ

(）111人11. 2号ほの例） 格納牢甘・瞑さ約4cmの鋼板で原子炉を密計している吝器
原子炉・・・頑丈な釦鉄製の容器
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• r ［第 6段階］

放射性物質から

人を守る（防災）
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ー 事故収束活動の概要(2/2) 区
令 当社は、以下の施設にて、確実な事故収束活動を実施します。

本店 原子力施設事態即応センター

川内原子力発電所

原子力事業所災害対策支援拠点候補地
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2 事故収束活動の体制(1/6) 

く当社の体制＞

◇ 原子力災害発生時、確実な事故収束活動を実施するための体制を構築しています。

: 

原子力発電所

--'’¢’-'--'’’-＇- -

発電所対策本部
` `  ` --‘̀  `  ` `  ` ‘̀‘̀  `  ` r’‘‘’’-‘’’ ク’‘’―

本店対策本部
-̀  ̀ ---、-----―` ｀ ～ `一、` ｀ 一—`―

本部長：原子力防災管理者（発電所長）

副本部長
本部付
（次長他）

・ 総 括 班
•安全管理班
・ 保 修 班
・ 運 転 班
・運転支援班
・ 広 報 班
・ 総 務 班
•土木建築班
•原子力訓練センター班

本部長 ：社長

副本部長

（発電本部長）

規制庁派遣者

・総括班
•原子力技術班
・復旧支援班
・広報班
・支援班

•東京支社 I I支援要請

『支援
（重大事故等対策他）

協力会社等

後方支援拠点長

・総括班
・放射線管理班
・支援班
・医療班

織ぷ:1
 



2 事故収束活動の体制(2/6)

く発電所の体制強化＞

⑥万が一に備え、発電所構内及び近傍に、運転員12名、緊急時対策本部要員4名及び

重大事故等対策要員36名の合計52名を常時確保しています。

*さらに、プラントメーカ、協力会社、建設会社及びその他の関係機関とは平時から必要

な連絡体制を整備するなど協力関係を構築しています。

: 

＇ ＇ 
福島第一原子力

発電所事故前

豊

［ 
20名

運転員 ：12名
専属消防隊： 8名 ］ 

ヽ

福島第一原子力

発電所事故以降

（新規制基準への対応等）

｀

ヽ霜認13
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〇ユニットごとに指揮者を配置したこと

による増

0外部支援なしでの原子炉等への給水、

使用済燃料ピット損壊時の給水等の

新たな役務の対応に伴う増

など

当社社員：約300名
協力会社：約400名

心
〇プラントメーカ及び協力会社等から

重大事故等発生後に必要な支援を

受けられる体制を構築

プラントメーカによる技術支援

神戸地区：約400~500名

_____________.,; 



2 事故収束活動の体制(3/6) >
く同時発災時における発電所の体制＞

⑥複数の号炉が同時に発災した場合においても、情報の混乱や指揮命令が遅れることが

ないよう、体制を構築しています。

I I旨 令 部 (18名） i I 副本部長•本部付 ( 1 7名 ） I I l作 宴 伍 い 18名 l ！ 

戸 ，＂,n lo肩子炉主ほ9£f1i" I ＇ 秘＂楢＂ 滋

僅安上“書む＇嶋もの栢示 i急見晉色℃｝

― 
主る雌

l 安全＂●＂ 遭闊

1..炉の紐ほ誓墨

一
様 tほ(i 

4ぷ 如 t [̀9顧子力訪災瞥糟名I
I I 〇次 畏 9u：併J 逼＂圧＂ 這

“' 
凸島 ・塾

¥Bl 

1号炉
“'lli干力防災彎喧雹l
〇次 長晨＂ ［全91圏但当

＇ 土＊1這3) 1号炉＊饂付●●髯9 0次 （土*.I!Jli但出｝卜 rn 
（0そ鳳他子伯1"”し9-Iii轟

罵子力防良鳩嵐m杭揖•剋
0安全品贄墨uaほ蚤”畏姶

. I r印指揮書lj I鍼ナ刀店況言堪壱lI 「―
n； 輪 ほ~

lSI 

念 瓢長い‘ C所 名 l L—• 庫子力鵬(a紐)m-1.!i 

n馘子力”道青’ti

2号炉拿“付"'..,・ 0と a．凛＂災） 
トー'. 〇次 長 仕111i 坦当l969 

2号炉 R•の幽 ）
〇冨鰻軍化ほ晨触

＇ 
紐 括追

"「9

2号の“袷彎環 l 置転支）慎漏
IS 

廿[2芯 しゃ！ lll謄子力防災管塁者l 安全冒覆研閉字 ●9 
〇次 長 (II遭Jtlll担!!I) i「Ol{ I l 

l 俣厄ll/l 

l 運 1丘51這

ほ安.t.必聾は湯合の11i示 t璽見111言む｝ l 認~ 務7 ) 堕

2号炉{1り 0瓢子炉主e技術曹
＇ 

土不ヽ建e芸l這

※1:平成25年 12月248現在の蔓員から算出した．なお．本構成l;t.継統的な検証・訓親等により．過宜改●を図つていく ．

※2: 1号炉及び2号炉同騎被災時は．副本部長あるいl;t本部付の副原子力防災冒理者の中から．本郭長が号炉毎の指揮呑を指名する．

※3: 1~炉及び2~炉同騎被災時は ． 劃本部長及び本郭付の弓炉花の配置をほ示する．

（田長】 I【IJl 員1
OIJ:lljlll長 "‘ On術9鼻 97¥l 

ぽ0置丘畏冒！環祖当塁長＼l） r〇訊発電員ほ1負・Ii術霞R(5)

(JJI安全曇誓l翌11
〇 長 11 l 

【゚IJI 日1
安金ロ居塁員 (!Ol 

"0h 錯；塁l長 (1) (1〇/f餞修Ii.艮III 114) 

rI/[長； (lf1 電員鰈） 
0錢電鰈長 i 9 l 〇烏 員 9 6) 

0ヽ史む災亀鱈｝長 い1I I l既o欧II.叫I員1"＂’ 員【9l

U。I昂I
土木緊n長 ’̀ 

ll/i〇土不員I）更緊Eヽ“ (29 

tmOJJ直長広1嶋恒墓gll(＇ll （滋onl鳩Illl.l.l!l当員 9● 9 

Ul 干長力1 
〇原 Ill"•力4讀饒 t 1 1

"l 薗子RI力〇 直鰻口49 , 3 • 

( !fl ぼ亀"Ì’ 0は 員 （ヽ9 Clll 頂曾CIJU1 o II 
＂＂ 

u〇.q 兵霞］謁峡冑絨鐸長(99
11/1 員1
〇晃電-1l! 負 ・ 枝癒U員( • )

{{lJ〇安長拿讐l珊＂馴 " '" (〇lll史JI拿l帽1J1nR 0} 

{0II!保長修課副長
しll 堪 良:bll 11』¥

1ぽ晨l （狐 電員】
〇鋭電11贄〇鼠0長(9] 〇長 111ヽ t• ) 

un 星al 
〇紀屈畏 (lj IUI 〇防只a謀l員・“ "B{51

［〇紐土長木註l保霞窮長 Ill 
［II! 鼻J
〇土不追図ma [ZJ 

（ ）： 要員数を示す 。

II I運転員 （当i11員） （1 2名 ） | I 

逼 a（当童0)は｀逼転虹に含む

＂う炉 閲這謁 ．M作肋t1 9} 9J 
〇当直王任

11-' --lo l•ffl"f•,l （冨紐憬作員1
一 0遍転憧作JI. 111 

〇論11!.0曇III 

直〇0運亀転針転転応繹員畳作9包員畠11J• 1(い2）) 

• 一 • 一 • 一 ・ ー ・ 一 • 一 ・ 一 • 一 ＊

l 

還Iii（当置員）は．瀑転這に言む．

［。号炉運転閏授逼や柑．．ffn幼書1
員 {}i 

12号炉遍丘19作1li直l
（運O転ii憬転樗If作lJI ll) 

〇当•`'長 1

｛蕩〇転連対項応員専瀑鼻慣l910i 
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